




















The Inprovement of Discussion

































































































































































































回以上、実施に 5 回以上の時間を割く実践報告が多い。しかし、LTD そのものを目的
としていない授業に LTD を組み込んだ場合、必ずしも十分な時間を割くことができる



















 授業の対象者は、中村学園大学流通科学部の 32 名である。LTD に関する授業は、2017
年後期 11 月 16 日～12 月 30 日に行われた。全 15 回のうちの 3 回（第 9 回 11 月 16 日，
第 10 回 11 月 30 日，第 11 回 12 月 7 日）を使用した（表 1）。 
テキスト 
 下記のテキストを使用した。LTD 1 回目のテキストは大学における学び方をテーマに
表１：日本語Ⅱ講義計画 
第 1 回 ガイダンス 
第 2 回 自己紹介 
第 3 回 発表１（物事の説明）の準備 
第 4 回 発表１（物事の説明） 
第 5 回 スライドの使い方 
第 6 回 発表２（意見を述べる）の説明 
第 7 回 発表２（意見を述べる）の発表 1/2 
第 8 回 発表２（意見を述べる）の発表 2/2 
第 9 回 LTD 説明 
第 10 回 LTD１回目 
第 11 回 LTD２回目 
第 12 回 発表３（調査に基づく発表）の説明 
第 13 回 発表３（調査に基づく発表）の準備 
第 14 回 発表３（調査に基づく発表）の発表 1/2 




























































LTD 1 回目テキスト 
安永悟 (2014) 「大学での学び方」『LTD 話し合い学習法』pp.147-149． 




LTD の説明（第 9 回） 
 第 9 回は各予習 Step の方法や目的などを説




既知の社会的事実などを Step3 や Step4 に関連
付けることである。Step6 の「自己との関連付

















                                                     
2 各 Step の説明は安永・須藤（2014）に基づいているが、受講者への伝わりやすさを考慮し、
表現を変更している。 
表 2：第 9 回の配時 
セッション 授業内容 配時 
第 1 アンケート記入 5 
第 2 資料配布 5 
第 3 各予習 Step の説明 60 
第 4 予習開始 20 
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 2 回の予習のうち、多くの学生がすべての Step を埋めたうえで話し合いに参加してい
る。未記入の Step が 1 箇所ある学生は 2～3 人であった。 
LTD の実施（第 11，12 回） 















                                                     
3 資料２は、安永・須藤（2014: 157-158）に掲載されている「LTD ミーティング記録紙」を基に
している。 
表 4：第 11，12 回の配時 
セッション 授業内容 配時 
第 1 記録紙記入 5 
第 2 Step１:雰囲気作り 3～5 
第 3 Step2:言葉の理解 3～5 
第 4 Step3:主張の理解 5～7 
第 5 Step4:論拠の理解 8～10 
第 6 Step5:知識との関連付け 10～12 
第 7 Step6:自己との関連付け 8～10 
第 8 Step7:課題文の評価 5～7 
第 9 Step8:振り返り 5～7 
第 10 議論のまとめ 5 















































選択肢は、ディスカッション＝イメージ尺度と同様の 7 件である。 
 2 つの尺度を LTD 実施前と実施後に計測することで、LTD 実施前と実施後にどのよ
うな変化が見られた を調査した。データの分析にあたっては、Microsoft Excel と統計
分析フリーソフト R を使用した。アンケート結果から、LTD 実施前と実施後について、
同一母集団で対応のあるｔ検定を行った。なお、受講者は 32 名であるが、3 回のうち
どれかで欠席をした者のデータ、アンケート回答に欠落があるデータは取り除いたため、








p 値 有意差 
平均 SD 平均 SD 
活動性 
1.おしゃべりな～無口な 4.26 1.37 5.32 1.17 0.00 ** 
2.社交的な～非社交的な 4.32 1.69 5.32 1.08 0.02 * 
3.積極的な～消極的な 3.95 1.32 5.21 1.44 0.00 ** 
4.勇敢な～臆病な 4.00 1.34 4.47 1.31 0.15 
5.意欲的な～無気力な 4.68 1.08 5.53 1.09 0.00 ** 
6.生き生きとした～生気のない 4.74 0.85 5.47 1.19 0.02 * 
7.活発な～不活発な 4.37 1.22 5.68 1.08 0.00 ** 
親和性 
8.親しみやすい～親しみにくい 4.05 1.50 5.00 1.12 0.03 * 
9.愉快な～不愉快な 4.47 0.88 5.47 1.04 0.00 ** 
10.楽しい～苦しい 4.47 0.88 5.68 1.08 0.00 ** 
11.好きな～嫌いな 4.42 0.99 5.11 1.21 0.02 * 
重大性 
12.責任感のある～無責任な 5.05 1.19 4.95 1.00 0.65 
13.慎重な～軽率な 4.63 0.93 4.63 1.22 1.00 
14.深い～浅い 4.53 0.75 4.95 1.00 0.03 * 
SD…標準偏差，* < 0.05，** < 0.01 








































































差 平均 SD 平均 SD 
場の進
行と対処 
1.ディスカッションを手際よく進める 3.74 1.16 4.79 1.00 0.02 * 
2.その場に合った話題をうまく提供する 4.32 1.49 5.42 0.94 0.01 ** 
3.説得力のある話し方をする 3.74 1.33 4.68 0.98 0.01 ** 
4.発言内容をうまく組み立てる 3.84 1.18 4.89 1.12 0.01 ** 
5.ディスカッションの流れを素早く判断し
ながら参加者をリードする 
3.63 1.18 4.63 1.27 0.03 * 
6.他者が納得できるような意見を述べる 4.00 1.30 4.68 0.86 0.04 * 
7.ディスカッションの要所で参加者の意
見をまとめる 






4.11 1.48 5.00 1.17 0.07 
 
9.自信を持って意見を言う 4.53 1.31 5.53 1.23 0.03 * 
10.思ったことを発言する 4.79 1.54 5.58 0.99 0.10 
11.自分の意見に自信を持つ 3.95 1.47 4.79 1.15 0.05 * 
12.恥ずかしがらずに意見を言う 4.37 1.49 5.53 1.27 0.01 ** 
13.疑問点を質問する 3.63 1.35 4.58 1.23 0.01 * 




15.他者の気持ちを理解する 5.42 0.88 5.84 0.74 0.16 
16.他者の意見を尊重する 5.68 1.17 5.95 0.69 0.45 
17.他者の意見をよく聞く 6.05 0.89 6.21 0.77 0.59 
18.相手の意見を相手の立場に立って
聞く 
4.89 0.85 5.47 0.82 0.03 * 
19.相手の意見を自分の立場から聞く 4.63 1.13 5.21 1.00 0.08 
20.声の調子から相手の気持ちを読み
取る 
4.58 1.60 5.16 1.31 0.17 
 
21.場の雰囲気を理解する 5.37 0.98 5.84 0.99 0.17 
雰囲気
作り 
22.明るく楽しい雰囲気を作る 4.42 1.70 5.32 1.26 0.09 
23.場をうまく盛り上げる 3.84 1.66 4.79 1.15 0.03 * 
24.険悪なムードを取り除く 4.42 1.14 4.95 1.05 0.14 
25.ユーモアを交えながら話す 4.11 1.77 4.68 1.45 0.29 
SD…標準偏差，* < 0.05，** < 0.01 
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